
プログラム

FAX申込用紙 下記項目をご記入いただき、FAXでご送付ください。

申込方法 電話・FAX・WEB・メールからお申し込みを受け付けております。

WEBからお申し込みの方はこちら▶

代表者名

ふりがな 参加人数

名

電話番号

お問い合わせ先
※ご提供いただいた個人情報は、公開講座以外の目的には使用いたしません。

NPO法人 山陰医療人材育成支援機構　鳥取県米子市西町36-1　電話：0859-38-7588

開会　挨拶 特定非営利活動法人 山陰医療人材育成支援機構　理事長

　

千酌 浩樹13：30

0859-38-7588電話 mes-net@mes-net.comメール

0859-38-7006FAX WEB

令和8年2月24日（火）申込締切

ご献体と共に拓く医学・医療
市民公開講座

電　話

メール（任意）

現在の献体制度の歴史をひもとき、それが医学・医療の発展を願う
ひとびとの意志によって創設・維持されていることを確認します。

医療をささえる２つの意志 ～日本における献体の歴史から～
佛教大学社会学部　現代社会学科　教授 香西 豊子

13：35

開場13：00

医学部長　挨拶 鳥取大学医学部　医学部長 永島 英樹15：20

医学生が、ご献体を通して人体解剖学を学ばせていただく中で、
こころがどのように育まれ、未来の医療へとつながっていくのかをお話しいたします。

ご献体が育てる医師とこころ
鳥取大学医学部解剖学講座　教授　 海藤 俊行

14：05

休憩14：45

鳥取大学医学部では「臨床解剖教育研修センター」において、複数の診療科の医師が
最大限の礼意を持ってご献体に向き合い、たくさんのことを学ばせていただいています。

ご献体から広がる学びの輪 ～若手医師の成長と地域医療への貢献～
鳥取大学医学部　臨床解剖教育研修センター長 黒﨑 雅道

14：50

鳥取大学ロボット手術研修・医療機器イノベーションセンターでは、高度な医療技術の創出と実践
的医療人材の養成を目的として御献体への感謝の念を胸に、手術研修を実施しております。

最先端医療を支える ～ロボット手術と医療機器開発におけるご献体の貢献～
鳥取大学ロボット手術研修・医療機器イノベーションセンター長 藤原 和典

15：05

医学部附属病院長　挨拶 鳥取大学医学部附属病院　病院長 武中 篤15：25


